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二
〇
〇
〇
年
代
の
ニ
ュ
ー
バ
ビ
ロ
ン
回
顧

│一
九
九
〇
年
前
後
か
ら
気
運
を
高
め
た
、
建
築
・ア
ー
ト
の
文

脈
に
お
け
る
コ
ン
ス
タ
ン
ト・ニ
ュ
ー
ヴ
ェ
ン
ホ
イ
ス（C

onstant 

N
ieuw

enhuys

、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
生
ま
れ
、一
九
二
〇
│

二
〇
〇
五
）の

「
ニュ
ー
バ
ビ
ロ
ン
」（
一
九
五
六
│

七
四
）の
回
顧
は
、二
〇
〇
〇
年
代
に

入
って
も
続
い
て
い
る﹇
一
﹈。
二
〇
〇
〇
年
一
月
に
は
、デ
ル
フ
ト
工
科

大
学
で
マ
ー
ク・ウ
ィ
グ
リ
ー
、サ
イ
モ
ン・サ
ド
ラ
ー
、ヒ
ル
デ・エ
ナ
ン

な
ど
、
九
〇
年
代
後
半
に
ニュ
ー
バ
ビ
ロ
ン
研
究
を
牽
引
し
た
批
評

家
の
ほ
か
、ア
ー
キ
グ
ラ
ム
の
ピ
ー
タ
ー・ク
ッ
ク
、ス
ー
パ
ー
ス
タ
ジ
オ

の
ア
ド
ル
フ
ォ・ナ
タ
リ
ー
ニ
、
O
M
A
の
設
立
者
に
名
を
連
ね
た
エ

リ
ア・ゼ
ン
ゲ
リ
ス
な
ど
、六
〇
年
代
後
半
か
ら
七
〇
年
代
に
か
け
て

ニュ
ー
バ
ビ
ロ
ン
か
ら
の
直
接
的
、間
接
的
な
影
響
を
受
け
な
が
ら
活

動
を
展
開
し
た
建
築
家
た
ち
が
一堂
に
会
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開

催
さ
れ
た﹇
二
﹈。二
〇
〇
二
年
に
は
、グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョン
、ポ
ス
ト

コ
ロニ
ア
リ
ズ
ム
、マ
ル
チ
カ
ル
チ
ュラ
リ
ズ
ム
を
め
ぐ
る
芸
術
と
政
治

を
基
調
と
し
て
、カ
ッ
セ
ル
で
開
催
さ
れ
た
ド
ク
メ
ン
タ
11
に
ニュー
バ

ビ
ロ
ン
が
招
待
出
品
さ
れ
た
。
文
化
ス
テ
ー
シ
ョン（K

ulturbahnhof

）

会
場
の
な
か
で
は
、最
大
の
面
積
が
与
え
ら
れ
、制
作
年
の
始
点
と

終
点
で
あ
る
五
六
年
か
ら
七
四
年
ま
で
約
六
〇
の「
作
品
」が
展
示

さ
れ
た﹇
三
﹈。

ニュ
ー
バ
ビ
ロ
ン
の
制
作
期
間
は
大
別
し
て
、模
型
を
中
心
と
し
、ド

ロ
ー
イ
ン
グ
、
彫
刻
、
地
図
、リ
ト
グ
ラ
フ
な
ど
を
有
機
的
に
連
関

さ
せ
な
が
ら
制
作
し
た「
前
期
」と
、六
八
年
の
五
月
革
命
を
経
て

模
型
の
制
作
を
中
止
し
、絵
画
へ
と
回
帰
し
て
い
く
六
九
年
以
降
の

「
後
期
」に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ド
ク
メ
ン
タ
11
へ
の
出
展
に

際
し
て
、コ
ン
ス
タ
ン
ト
は
前
期
の
模
型
だ
け
の
出
展
で
は
参
加
し

な
い
旨
を
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
オ
ク
ウ
ィ・エン
ヴ
ェゾ
ー
に
伝
え
、後
期
の

絵
画
ま
で
総
括
的
に
展
示
す
る
よ
う
申
し
出
た﹇
四
﹈。
晩
年
の
イ
ン

タ
ヴ
ュ
ー
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
な
か
で
、コ
ン
ス
タ
ン
ト
は
、
時
に
苛
立

ち
を
覚
え
な
が
ら
、
自
ら
が
画
家
で
あ
る
こ
と
を
繰
り
返
し
強
調

し
て
い
た
。

な
ぜ
な
ら
、九
〇
年
代
、と
り
わ
け
英
語
圏
で
の
ニュ
ー
バ
ビ
ロ
ン
回

顧
は
、都
市
・
建
築
論
の
文
脈
で
進
め
ら
れ
、前
期
か
ら
後
期
ま
で

の
通
時
的
な
解
釈
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、前
期
ニュ
ー
バ
ビ
ロ
ン
が

も
つ
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ヴ
で
エ
フェメ
ラ
ル
な
建
築
の
あ
り
様
や
、ユ
ー

ト
ピ
ア
と
し
て
の
都
市
の
ヴ
ィ
ジ
ョン
に
過
度
な
注
目
が
集
ま
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
母
国
オ
ラ
ン
ダ
は
別
と
し
て
、コ
ン
ス
タ
ン
ト
は
英
語

圏
、主
に
ア
メ
リ
カ
で
は
先
鋭
的
な
ア
ー
バニス
ト
と
し
て
、フ
ラ
ン
ス

な
ど
の
ヨ
ー
ロッ
パ
で
は
、画
家
と
し
て
の
認
知
度
が
高
い
。
ア
メ
リ

カ
で
は
コ
ン
ス
タ
ン
ト
を
取
り
上
げ
た
最
初
の
大
規
模
な
展
覧
会
で

あ
る
、九
九
年
の
ニュ
ー
ヨ
ー
ク・ド
ロ
ー
イ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
の
企
画

展﹇
五
﹈が
コン
ス
タ
ン
ト
自
身
初
の
渡
米
の
機
会
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

や
、シ
チ
ュア
シ
オ
ニス
ト・イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル（
以
下
S
I
、一
九
五
七

│

七
二
）の
実
践
が
主
宰
者
の
ギ
ー・ド
ゥ
ボ
ー
ル
と
単
線
的
に
結
び
つ

け
て
受
容
さ
れ
て
き
た
こ
と
な
ど
の
背
景
が
あ
り
、コ
ン
ス
タ
ン
ト
の

仕
事
は
、隠
れ
た「
シ
チ
ュア
シ
オ
ニ
ス
ト
の
も
う
一つ
の
潮
流
」と
し

て
再
発
見
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

二
〇
〇
五
年
八
月
に
コ
ン
ス
タ
ン
ト
は
、
周
囲
か
ら
向
け
ら
れ
る
回

顧
の
ま
な
ざ
し
に
看
取
ら
れ
る
か
の
よ
う
に
し
て
他
界
し
た
。
彼
の

死
を
受
け
、同
年
に
は
、コ
ン
ス
タ
ン
ト
の
生
涯
を
綴
っ
た
ド
キ
ュメ
ン

タ
リ
ー
映
画『
コ
ン
ス
タ
ン
ト
、
旅
立
ち
の
前
にC

onstant, A
vant 

le D
épart

』が
公
開
さ
れ﹇
六
﹈、
同
年
一
二
月
か
ら
翌
年
二
月
ま

で
、ハ
ー
グ
市
立
美
術
館
で
は「
コ
ン
ス
タ
ン
ト
へ
の
頌
歌O

de aan 

C
onstant

」展
が
開
催
さ
れ
た﹇
七
﹈。

日
本
で
は
、二
〇
〇
四
年
一二
月
か
ら
翌
年
三
月
ま
で
森
美
術
館
で

行
な
わ
れ
た「
ア
ー
キ
ラ
ボ
│
建
築
・
都
市
・ア
ー
ト
の
新
た
な
実

験
展 

一
九
五
〇
│
二
〇
〇
五
」の
入
口
に
、リ
ト
グ
ラ
フ
だ
け
で
は
あ

る
が
、ニュ
ー
バ
ビ
ロ
ン
が
展
示
さ
れ
た
こ
と
が
記
憶
に
新
し
い﹇
八
﹈。

か
つ
て
、部
分
的
で
は
あ
る
が
コ
ン
ス
タ
ン
ト
の
プ
ロ
ジェク
ト
を
先
駆

的
に
日
本
に
知
ら
し
め
た
大
島
哲
蔵
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、ニュ
ー

コ
ン
ス
タ
ン
ト
の
ニュ
ー
バ
ビ
ロ
ン
×
建
築
界
(1)
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